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一1)

世
周
＇
又
沓
の
二
二
七
に
霊
魂
一
元
論
と
い
う
漢
文
の
一
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
人
聞
精
神
の
独
自
件
を
論
じ
た
こ
の
一
文
は
個

人
の
精
神
が
図
体
か
ら
分
離
独
寸
し
て
い
る
こ
と
を
何
学
的
に
根
拠
づ
け
る
西
の
思
索
の
一
の
頂
点
を
示
す
作
品
で
あ
る
c

だ
が
、
憲
魂
一
元
論
の
執
竿
年
代
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
不
透
明
な
物
一
・
日
い
が
行
わ
れ
て
来
た
。
そ
の
成
立
の
＊
情
に
不
透

明
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
様
々
の
疑
憫
点
が
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

霊
魂
一
元
論
は
こ
れ
ま
で
明
治
―
i
一
年
中
の
作
品
と
見
な
さ
れ
て
来
た
。

既
に
弟
一
回
全
某
用
の
筆
写
原
稿
が
「
明
治
三
年
起
稿
」
と
註
記
し
、
麻
生
義
輝
も
こ
れ
に
よ
っ
て
や
は
り
『
明
治
三
年
頃

で
2

)

稿
』
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
西
周
全
集
の
編
纂
者
で
あ
る
大
久
保
利
謙
も
先
行
研
究
に
従
い
、
『
明
治
三
年
起
稿
』
と
い
う

(

3

)

 

推
定
は
「
ま
ず
妥
雷
な
推
定
と
み
て
い
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
弟
一
回
全
集
編
築
の
動
き
は
相
深
英
次
郎
が
中
心
に
な

っ
て
進
め

た
＾
！
画
で
あ
る
が
、
こ
の
企
両
に
は
森
鴎
外
も
協
力
し
て
い
る
3

「
明
治
三
年
起
稿
」
と
い
う
註
記
が
誰
の
推
定
に
基
づ
く
年
代

で
あ
る
か
は
、
ど
う
も
は
っ
き
り
し
な
い
e

あ
る
い
は
そ
う
推
定
し
た
の
は
も
と
も
と
隅
外
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
鴎
外

自
身
が
明
治
三
年
と
推
定
し
て
い
た
か
ど
う
か
確
証
は
な
い
が
、
鴎
外
も
叫
じ
意
見
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
問
迎
い
の
な
い

霊
魂

冗
論
の
成
立
事
情

蓮

沼

啓

介
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と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

「
四
周
伝
」
に
は
明
治
四
年
の
記
事
の
中
に
次
の
記
事
が
あ
る
C

是
日
侍
流
の
命
を
受
く
。
所
謂
御
談
会
は
其
講
筵
な
り
c

九
月
在
El始
め
て
進
溝
す
。
そ
の
科
目
に
は
博
物
学
、
心
理
学
、

審
芙
学
、
炎
土
比
較
論
、
炎
国
史
等
あ
り
。

い
わ
ゆ
る
宮
中
「
御
談
会
」
に
お
け
る
講
義
は
「
四
周
伝
」
に
よ
れ
ば
明
治
囲
年
中
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

そ
の
内
谷
か
ら
見
て
も
霊
魂
一
元
論
の
方
が
「
御
談
会
」
に
お
い
て
講
義
さ
れ
た

「心
理
｝
字
」

や

「
審
美
学
」
つ
ま
り
「
人

(

4

)

(

5

)

(

6

)

 

智
論
」
と
か
「
情
智
関
係
論
」
や
「
文
妙
学
説
」
よ
り
も
前
に
成
立
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
も
し
「
御
談
会
」

に
お
け
る
曲
義
が
鴎
外
が
考
え
て
い
た
様
に
明
治
四
年
中
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
霊
魂
一
元
論
の
成
立
が
明
治
―
―
一年
頃

に
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
の
推
理
の
帰
結
で
あ
る
。
鴎
外
は
こ
う
推
理
し
て
霊
魂
一
冗
論
の
成
立
時
点
を
明
治
三
年
前
後
と
推
定

す
る
に
室
っ
た
に
違
い
な
い
。

第
一
同
目
の
全
集
の
編
者
た
ち
も
、
仙
じ
様
な
推
坪
を
経
て
、
常
魂
．
元
論
の
成
立
時
点
を
叩
治
：
一
年
前
後
と
推
定
し
た
に
迅

い
な
い
。
確
か
に
、
も
し
西
が
「
美
妙
学
説
」
「
人
智
論
」
「
情
智
関
係
論
」
を
講
義
し
た
時
点
が
明
治
四
年
で
あ
る
と
す
る
鴎
外

の
考
証
に
問
遥
い
が
な
い
と
す
れ
ば
、
霊
魂
一
元
論
の
成
i11
．
時
点
を
明
治
―
―
―
年
前
後
と
推
定
す
る
こ
と
は
誠
に
尤
も
な
無
理
の
無

い
自
然
な
椎
狸
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
C

だ
が
こ
の
推
定
に
は
問
題
が
伏
在
し
て
い
た
。
西
の
思
索
の
発
展
を
跡
付
け
る
探
求
を
史
尖
か
ら
逸
ら
す
と
い
う
歪
ん
だ
効
果

を
発
揮
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

霊
魂
一
元
論
の
成
立
時
点
を
基
準
と
し
て
他
の
作
品
の
成
立
時
点
の
推
定
が
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
[
哲
学
関
係
の
断
片
」
の
う
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(

J

O

)

 

と

こ

ろ

で

西

は

明

治

九

年

一

月

十

九

日

に

も

宮

内

省

御

用

掛

を

命

じ

ら

れ

て

い

る

。

阻

外

か

こ

の

二

つ

の

機

会

を

完

全

に

混

同

し

て

い

る

こ

と

は

明

白

で

あ

る

。

滉

回

の

原

因

は

は

っ

き

り

し

な

い

が

、

混

同

の

結

果

、

「

憲

魂

i

元

論

」

の

成

立

峙

点

を

明

治

一

＿

一

年

前

後

と

推

定

す

る

に

至

っ

た

模

様

で

あ

る

。

従

っ

て

、

電

魂

一

元

論

に

つ

い

て

は

新

た

に

成

1
>屁点
の

推

定

を

や

り

直

す

必

要

が

あ

る

c
l

u

J

時

に

霊

魂

．

元

論

の

成

立

時

点

を

払

浄

に

行

わ

れ

た

他

の

作

品

の

成

立

年

代

の

推

定

も

初

め

か

ら

や

り

直

す

必

要

が

生

じ

る

こ

と

に

な

る

。

本

稿

の

結

論

を

先

取

り

し

て

予

め

要

約

し

て

置

こ

う

。

(

1

2

}

 

H
a
v
e
n
,
 
J

o
s
ep
h
.
 
M
e
nt
al P
hil
o
s
op
hy
の

訳

語

を

掲

げ

る

和

帳

面

四

|

三

に

霊

魂

一

元

論

の

草

稿

が

含

ま

れ

て

い

る

c
こ

の

和

帳

面

を

見

る

限

り

西

が

『

心

坪

学

』

の

沢

出

に

取

り

組

ん

だ

の

は

明

治

七

年

頃

の

こ

と

で

あ

っ

た

と

推

定

さ

れ

る

。

従

っ

て

霊

（

ぼ

）

魂

一

元

論

の

草

稿

は

明

治

八

な

い

し

九

年

の

作

品

と

推

定

し

て

間

違

い

は

な

さ

そ

う

で

あ

る

。

と

す

れ

ば

需

魂

一

元

論

の

成

立

時

点

を

基

泄

と

し

て

行

わ

れ

た

他

の

作

品

に

つ

い

て

も

払

準

時

の

変

更

に

よ

る

成

立

時

点

の

推

「

博

物

新

論

」

を

＂

右

き

右

主

に

講

義

し

て

い

る

。

ち

一

か

ら

二

九

ま

で

の

部

分

は

「

内

容

的

に

『

霊

魂

一

元

論

』

『

牛

性

登

蘊

』

と

．

辿

の

も

の

で

あ

る

か

ら

、

こ

の

帳

面

の

大

部

(

7

)

 

分

は

「

生

性

登

組

」

が

脱

稿

し

た

明

治

六

年

以

前

で

あ

る

こ

と

は

疑

い

な

く

」

と

全

集

解

説

は

推

定

す

る

。

(

8

)

 

だ

が

、

実

際

に

は

「

所

謂

御

談

会

」

の

講

義

は

、

西

が

明

治

九

年

一

月

十

九

Rに
宮

内

省

釦

用

掛

を

命

じ

ら

れ

た

後

に

行

わ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

西

は

明

治

九

年

中

に

「

英

主

比

較

論

」

と

「

人

主

比

較

論

」

を

十

一

年

に

入

っ

て

「

人

智

論

]

や

「

情

智

関

係

論

」

な

ど

を

御

談

会

の

席

で

論

じ

て

お

り

、

明

治

ト

ニ

年

の

「

一

月

十

：

・

-

日

」

に

「

芙

妙

学

説

J

の

第

一

回

日

の

講

義

を

行

っ

て

(

2

 

い

る

。

実

は

「

四

周

伝

」

に

見

え

る

宮

中

で

’

f

J

わ

れ

た

御

談

会

関

係

の

記

事

に

は

混

乱

が

見

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

西

は

明

治

四

年

「

辛

未

八

月

十

五

日

」

に

宮

内

省

侍

読

を

命

じ

ら

れ

、

九

月

五

Rに
は

「

英

国

史

」

を

、

「

九

月

十

口

」

に

は

174 
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へ

の

兼

勤

が

命

じ

ら

れ

た

c

定

を

初

め

か

ら

や

り

直

す

必

要

が

あ

る

e
〈

＋

集

解

説

は

「

霊

魂

二

几

論

」

が

ま

ず

成

立

し

て

、

そ

の

後

に

「

生

性

登

蘊

」

が

成

1
>

し

た

と

い

う

想

定

に

立

っ

て

お

り

、

実

際

の

順

序

を

逆

転

さ

せ

て

し

ま

っ

て

い

る

か

ら

で

あ

る

っ

実

際

に

は

「

哲

学

関

係

の

断

片

」

は

「

生

性

発

蘊

」

が

脱

稿

し

た

明

治

六

年

以

後

に

書

か

れ

た

も

の

で

あ

る

。

霊

魂

一

元

論

の

草

稿

は

明

治

八

な

い

し

九

年

の

作

品

で

あ

り

、

そ

れ

故

、

そ

の

浄

斎

本

で

あ

る

雲

魂

一

元

論

は

明

治

九

年

中

の

作

品

と

推

定

さ

れ

る

。

以

明

治

七

年

上

月

、

ド

命

於

競

蒔

課

3

然

時

會

有

他

経

諜

＇

と

出

。

遷

延

不

果

。

至

八

年

一

「

月

c
吏

下

命

c

明

治

七

年

の

ム

月

に

兵

語

・

了

苫

の

闘

訳

と

い

う

仕

事

を

行

え

と

い

う

指

示

が

あ

っ

て

「

蝋

謀

課

」

に

も

拘

わ

ら

ず

「

他

稲

評

之

事

」

他

の

斎

物

を

翻

訳

す

る

仕

事

が

有

っ

た

た

め

、

兵

語

字

書

の

翻

訳

の

方

は

延

び

延

び

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

と

い

う

。

こ

こ

で

両

は

『

心

邪

学

』

西

は

『

心

廂

学

」

l

(

1

7

)

 

文

に

次

の

一

節

が

あ

る

。

の

翻

訳

に

そ

の

頃

既

に

箔

手

し

て

い

た

こ

と

を

語

っ

て

い

る

わ

け

で

あ

る

°

付

載

文

書

に

は

「

明

治

七

年

ム

几

陸

軍

省

参

謀

局

翻

諄

課

明

治

八

年

四

月

に

は

「

心

理

学

」

卜

中

の

一

1

巻

が

刊

行

さ

れ

て

い

る

c
『

心

理

学

l

に

再

び

兵

語

字

書

翻

沢

の

命

が

下

さ

れ

た

こ

と

が

判

明

す

る

。

兵

語

字

脅

選

定

ノ

命

ア

リ

不

束

」

と

あ

る

。

「

八

年

：

1
月

更

二

命

ア

リ

」

の

翻

訳

に

目

処

が

立

っ

た

明

治

八

年

の

三

月

の

翻

訳

に

明

治

七

年

の

五

月

頌

に

は

既

に

取

り

掛

か

っ

て

い

た

校

様

で

あ

る

。

(

1

5

)

 

西

が

和

帳

面

四

十

ー

一

に

苫

き

込

ま

れ

た

哲

学

関

係

断

片

の

四

と

h
を

明

治

七

年

の

七

月

頃

に

書

き

上

げ

た

こ

と

は

既

に

論

じ

た

{

1

6

)

 

通

り

で

あ

る

C

兵

詰

字

令

0
の

序

173 
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哲

学

関

係

断

片

の

六

と

七

は

「

心

坪

学

」

に

対

応

し

た

断

片

で

あ

る

。

で

心

理

学

』

の

訳

W
に

取

り

租

ん

だ

明

治

七

年

土

月

の

頃

よ

り

後

に

書

か

れ

た

断

片

で

あ

る

と

推

定

さ

れ

る

。

断

片

の

八

の

う

ち

始

ま

り

の

一

．

行

だ

け

は

断

片

の

六

と

断

片

の

七

と

同

じ

(

1

8

)

 

貝

に

並

べ

て

書

い

て

あ

る

。

そ

の

部

分

だ

け

を

ま

ず

こ

こ

に

引

用

し

て

置

く

。

断

片

の

八

の

三

行

目

か

ら

は

裏

頁

に

続

く

C

形

骰

之

粘

氣

、

訴

於

魂

者

、

謂

之

欲

。

其

訴

本

於

訣

之

者

、

如

隈

渇

。

其

訴

起

於

允

滴

者

、

知

男

女

之

欲

。

允

消

者

洩

則

止

？

訣

乏

者

足

則

止

c

身

体

の

部

位

が

「

魂

」

つ

ま

り

霊

魂

に

訴

え

か

け

る

作

用

が

「

欲

」

欲

求

で

あ

る

。

欲

求

に

は

飢

え

や

渇

き

の

如

く

欠

乏

に

本

が

あ

る

欲

求

と

、

男

女

の

求

め

合

い

の

よ

う

に

充

満

に

本

が

あ

る

欲

求

と

が

あ

る

。

允

満

し

た

ら

洩

ら

せ

ば

欲

求

は

休

止

す

る

し

、

欠

乏

し

た

ら

充

足

す

れ

ば

欲

求

は

休

ILする

c
受

容

と

発

射

と

い

う

枠

祖

み

で

西

が

生

命

の

営

み

を

把

握

し

て

い

る

こ

と

は

明

内

で

あ

る

。

陰

陽

の

交

合

に

生

殖

の

根

本

が

あ

る

と

す

る

東

洋

的

な

生

命

観

に

な

お

西

が

寸

っ

て

い

る

様

十

が

透

け

て

見

え

る

よ

う

で

あ

る

。

こ

う

し

た

身

体

の

代

謝

の

動

き

を

土

台

と

し

て

そ

れ

を

精

神

の

勁

き

に

ま

で

拡

張

し

て

人

間

の

精

神

の

示

す

作

用

を

分

析

し

て

行

く

わ

け

で

あ

る

。

(

1

9

)

 

栢

学

関

係

浙

片

の

八

と

J

L

と

卜

と

十

一

は

感

情

の

分

類

で

あ

る

。

断

片

の

八

の

初

稿

の

う

ち

前

の

半

分

を

ま

ず

引

用

す

る

。

（

始

ま

り

の

＿

一

行

は

既

に

引

川

し

た

箇

所

で

あ

り

括

弧

で

括

っ

て

置

く

）

。

厖

罷

之

柏

氣

、

訴

於

魂

者

、

謂

之

欲

。

其

訴

本

於

訣

，

ム

者

、

如

餞

渇

゜

其

訴

起

於

允

滴

者

、

知

男

女

之

欲

c
允

滴

者

洩

則

止

，

訣

乏

者

足

則

止

）

。
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情

之

愛

化

凡

七

、

而

平

輿

驚

不

別

、

狛

黒

白

＇

ム

不

輿

於

色

也

°

f

者

霊

魂

占

其

位

莫

可

莫

不

可

。

驚

者

史

之

正

相

反

、

失

其

位

、

而

轄

反

也

。

其

中

間

'
/
1七
、

皆

謂

軍

魂

之

動

。

一

日

喜

、

是

需

魂

，

呑

伸

也

。

一

．

日

楽

、

是

雷

魂

自

伸

之

状

也

3

二

＿

曰

憐

、

足

霊

魂

接

外

物

而

伸

之

状

也

。

四

日

悲

、

口

栄

霊

魂

接

外

物

而

付

屈

於

不

伸

之

状

也

。

五

日

悪

、

是

霊

魂

拒

外

物

之

状

也

。

「

鳶

」

に

は

「

オ

ン

ド

ル

」

と

w
o
n
d
e
r
を

表

す

訓

が

付

し

て

あ

る

。

西

汗

と

束

洋

の

感

情

の

分

頬

が

微

妙

に

交

じ

り

合

い

交

錯

し

始

め

て

い

る

。

西

が

感

情

の

分

類

を

少

し

ず

つ

変

更

し

始

め

て

い

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

。

ま

ず

喜

楽

の

楽

が

外

れ

る

。

＂

呂

怒

哀

楽

と

い

う

東

洋

の

感

情

分

穀

か

ら

西

は

こ

こ

で

大

き

く

一

歩

を

踏

み

出

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

更

に

西

は

感

情

の

分

類

を

変

更

し

て

行

く

。

情

之

愛

化

凡

七

、

而

平

輿

驚

不

輿

、

猶

単

沿

い

之

不

輿

於

色

也

。

平

者

需

魂

占

其

位

葵

可

臭

不

可

c
驚

者

典

之

正

柑

反

、

失

具

位

、

而

怖

反

也

。

其

中

削

之

七

、

皆

謂

霊

魂

之

動

。

一

日

喜

、

是

雷

魂

，

と

伸

之

状

也

。

二

日

憐

、

口

疋

霊

魂

接

外

物

而

伸

之

状

也

。

i

1Fl悲、是
霊

魂

接

外

物

而

有

屈

於

不

伸

之

状

也

。

叫

曰

悪

、

是

霊

魂

拒

外

物

＇

必

状

也

。

可

日

怒

、

霊

魂

被

拒

於

外

物

而

自

動

之

状

也

。

人

日

恐

、

足

霊

魂

被

拒

外

物

極

甚

而

ultb,/
j

状

也

。

七

日

瓶

、

是

霊

魂

獨

自

屈

之

状

也

c

感

情

の

六

と

七

の

位

匠

に

「

恐

」

と

「

趾

」

が

登

場

し

て

米

る

。

こ

こ

で

「

恐

」

に

は

「

フ

ィ

ー

ル

」

つ

ま

り

f

e
a
r
と

、

「

趾

」

に

は

「

セ

ー

ム

」

s
h
a
m
e
と

訓

が

付

し

て

あ

る

こ

と

は

見

逃

せ

な

い

C

西

洋

に

お

け

る

感

情

の

分

類

が

じ

わ

じ

わ

と

浸

透

を

開

始

し

て

い

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

n
喜

に

始

ま

り

驚

に

至

る

「

二

極

七

情

」

す

な

わ

ち

九

種

類

の

感

情

の

動

き

が

平

に

始

ま

り

伸

、

散

、

屈

、

拒

か

ら

轄

に

至

る

研

を

用

い

て

簡

潔

に

表

吊

さ

れ

る

。

一

時

一

時
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（
後
略
）

情

之

要

化

凡

七

、

而

喜

庚

驚

不

典

、

猶

黒

白

之

不

其

於

色

也

。

喜

者

霊

魂

占

其

位

伸

之

状

。

驚

者

阿

之

正

相

反

、

一

時

失

其

位

、

而

轄

反

也

。

其

中

蘭

之

七

、

皆

請

霊

魂

之

動

。

―

日

楽

、

足

霊

魂

自

仲

之

状

也

，

二

日

憐

、

足

霊

魂

接

外

物

而

伸

之

状

也

。

三

曰

悲

、

是

需

魂

接

外

物

而

有

屈

於

不

伸

之

状

也

3

四

R
悪

、

是

霊

魂

拒

外

物

'4状也

。

石

口

怒

、

霊

魂

被

拒

於

外

物

血

自

動

之

状

也

。

六

日

恐

、

口

心

霊

魂

被

拒

外

物

極

甚

而

白

凪

之

状

也

。

七

日

趾

、

是

霊

魂

獨

自

屈

之

状

也

。

故

情

，

必

務

、

喜

徴

伸

、

楽

徴

散

、

憐

慇

頗

、

悲

徴

紋

、

忠

徴

拒

、

怒

徴

檄

服

、

恐

徴

縮

、

趾

懲

隠

、

鶯

徴

徳

c

右

二

極

、

七

情

者

定

例

之

彙

類

也

。

開

外

物

之

誘

惹

、

輿

我

性

之

強

弱

抒

、

自

有

浅

深

強

弱

之

別

、

足

為

外

例

之

彙

類

。

更

に

感

情

の

両

極

は

平

と

驚

の

対

i

>

か

ら

喜

と

鵞

の

対

立

へ

と

変

更

さ

れ

て

し

ま

う

。

も

に

代

わ

り

一

且

は

外

さ

れ

た

楽

が

密

の

位

置

に

舞

い

戻

り

、

憐

か

ら

後

の

感

情

が

繰

り

上

げ

と

な

っ

て

い

る

。

「

定

例

」

に

は

「

ノ

ル

マ

ル

」

n
o
r
m
a
l
と

訓

が

振

っ

て

あ

る

。

ま

た

「

外

Wll」には
「

ア

プ

ノ

ル

マ

ル

」

a
b
n
o
r
m
a
l
と

訓

が

振

っ

て

あ

る

。

憾

情

に

は

一

定

型

と

意

外

型

が

あ

り

、

感

情

の

定

型

を

分

類

す

る

試

み

と

は

別

に

意

外

型

の

感

情

を

分

類

す

る

試

み

も

ま

た

必

要

で

あ

る

と

四

は

い

う

ぐ

断

片

の

十

は

喜

と

憂

を

向

枠

に

据

え

た

感

情

の

分

類

で

あ

る

e
「

定

規

内

」

n
o
r
m
a
l
な

感

情

が

ま

ず

卜

段

に

横

に

並

ん

で

い

て

、

「

定

規

外

」

a
b
n
o
r
m
a
l
な

愁

情

が

そ

の

下

側

に

縦

に

列

し

て

い

る

。

横

の

漢

数

字

は

七

情

の

順

番

を

示

し

、

縦

の

漢

数

字

は

、

感

情

の

強

弱

や

深

浅

を

ホ

す

数

字

の

模

様

で

あ

る

。
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怨

憎

厭

猜

忌

嫉

妬

J

自

自

七

文

五

1

一

一

四

ー

ニ

六

絞

他

哀

慨

惨

側

但

沐

楊

悼

傾
他

愛

好

茨

望

欽

慕

望

欲

稼
極

④

一

伸

自

憚
柴
娯

楽
悦
l
t
i

定
規
内

状

定
栽
外

歎 歎 毅 栗

戦
罵

詈

泣

悌
租陳

奪

笑

泣
態
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喜

悦

捻

怒

好

愛

厭

悪

悲
喜

憐
憫

憫

悪

憚

恐

感

恨

感

恨

竿
心： 愛 驚

悔恐愁

羞

愁

驚

愁憐

悔驚

好

悪

悲

憐

悲

好
／
愛
悪

喜
再
考

怒

一一考点I

怒

断
片
の
九
は
感
梢
を
担
う
身
体
の
部
位
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

心
'4
J
t
j
諸
種
唯
本
其
骰
動
之
情
状
而
命
名
、
元
来
非
介
此
官
只
c

故
若
情
則
智
・
益
相
溌
知
恩
相
半
之
情
状
、
而
非
別
有
生
伯

之
官
具
也
。
唯
意
輿
智
則
有
官
具
、
即
前
脳
後
脳
、
面
霊
魂
位
其
中
間
以
管
帖
之
。
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情
は
人
類
に
特
有
の
感
情
で
あ
る。

心
の
作
用
は
発
動
す
る
態
様
に
応
じ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
情
」
感
情
に
は
対
応
す
る
器
官
や
部
具
が
佃
わ
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
「
点
」
意
思
と
「
智
」
知
能
に
は
前
脳
と
後
脳
と
い
う
器
官
が
対
応
し
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
て

い
る
わ
け
で

あ
る
つ
霊
魂
は
前
脳
と
後
脳
の
中
間
に
位
置
し
、

ど
ち
ら
を
も
符
轄
し
支
配
す
る。

断
片
の
十
に
至
る
前
に
行
っ

た
恙
情
を
分
類

す
る
試
み
の
痕
跡
で
あ
る
没
字
の
拍
ぺ
換
え
が
そ
の
横
に
残
っ
て
い
る
。

断
片
の
十

一
は
恙
情
と
人
間
文
化
の
関
述
を
解
き
ほ
ぐ
す
試
み
で
あ
る。

九
憐
＇と中

、
喜
憐
i一
者
愛
之
元
、
而
為
人
間
社
交
之
本
。
悪
怒
一

．者
正
義
之
元
、
而
為
律
社
交
之
本
。
恐
趾
二
者
謹
之
元
、

而
為
美
社
交
之
本。

趾
悔
二
伯
、
唯
人
具
之
禽
獣
則
無
之
。
共
七
梢
者
、
通
肉
鰻
之
牛
、
而
有
＇
乙
者
也
。
唯
禽
欧
則
点
E

怒
恐
尤
旺
突
。

憐
為
伺
感

と
本
、
悪
怒
為
報
復
之
本
。

「
同
感
」
に
は
「
シ
ン
バ
チ
ー
ジ」

sy

mp
at
hi
e
s
と
訓
が
振
っ
て
あ
る
。
愛
な
い
し
は
仁
徳
の
大
＊
に
は
喜
び
や
憐
れ
み
の
感

柏
が
あ
る。

正
義
の
大
本
に
は
怒
り
や
悪
し
き
と
い
う
感
脩
が
あ
る
。
礼
の
大
本
に
は
恐
れ
や
恥
じ
の
感
情
が
あ
る
と
四
は
論
じ

る
。
人
間
の
感
情
が
人
間
の
社
交
や
文
化
を
促
進
す
る
原
動
力
で
あ
る
と
西
は
論
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
恥
じ
ゃ
怖
や
み
の
感

ァJ
れ
に
対
し
て
、

他
の
七
侑
は
動
物
に
も
付
る
と
西
は
言
う
°
[禽
獣
」
つ
ま
り
烏
や
け
も
の
た
ち
に
は
喜
怒
と
恐
怖
の
感
情

が
旺
盛
で
あ
る
。
憐
れ
み
や
怒
り
や
悪
し
き
と
い
う
感
情
も
見
ら
れ
、
同
恙
や
報
復
の
行
動
が
観
察
さ
れ
る
。
生
物
の
進
化
に
平

行
し
て
感
情
の
発
達
や
分
化
が
先
生
す
る
こ
と
を
西
は
語
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

哲
学
関
係
断
片
の
ト

一
と
十
二
の
間
に
次
の
訳
語
表
が
あ
る
。
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證
知

認
識

コ
ン
サ
ン
ス

コ
グ
ニ
セ
ン
ス

愁
性

践
念

念

沿`  

情

セ
ン
シ
ビ
リ
チ
ー

ア
イ
ヂ
エ

ノ
ー
シ
ウ
ン

ヰ
ル
ヲ
リ
シ
ウ
ン

イ
モ
ー
シ
ウ
ン

意
見

応

思

又

思

慮

追
懐

セ
ン
チ
メ
ン
ト

サ
ウ
ト

レ
コ
ル
レ
ク
シ
ウ
ン

怯
念

レ
ン
プ
レ
ン
ス

辮
決

直
鈷

悟
性

解

了

又

領

會

コ
ン
ク
リ
ュ
ー
シ
ウ
ン

ア
ン
ト
ル
ス
テ
ン
ヂ
ン
ク

ア
ン
ダ
ス
ツ
ー
ル

屈
惟

叫

反

射

埋
性

澁
絣

セ
ン
セ
ー
シ
ウ
ン

ス
ペ
ク
レ
ー
シ
ウ
ン

コ
ン
サ
イ
ン
ス

レ
フ
レ
ク
チ
ン

イ
ン
ツ
イ
チ
ン

リ
ー
ゾ
ン

リ
ー
ヅ

ニ
ン
グ

感
覺

獨
知

氾
性

メ
モ
リ
ー

イ
マ
ヂ
子
ー
シ
ウ

ン

想
像
力

意
識

注
衣

理
會

知
袋

コ
ン
シ
ャ
ス
ニ
ス

ァ
ッ
テ
ン
シ
ゥ
ン

コ
ン
セ
ッ
プ
シ
ウ
ン

ペ
ル
セ
ッ
プ
シ
ウ
ン
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こ
れ
は
明
治
八
年
の
四
月

に

i
心
理
学
j
の
第
一
巻
第
二
巻
が
刊
行
さ
れ
た
眈
分
に
作
成
し
た
訳
語
表
で
あ
ろ
う
。
哲
学
関
係
断

片
の
十
七
に
掲
げ
る
霊
魂
一
元
論
の
草
稿
の
始
ま
り
の
抹
梢
箇
所
を
見
る
と
「
感
性
」
に
「
セ
ン
シ
ピ
リ
チ
ー」

と
訓
が
振
っ
て

あ
り

「
作
性
」

に
は
「
オ
リ
シ
ウ
ン
」

と
訓
が
振
っ
て
あ
る
c

ま
た
浙
片
の
十
八
に
掲
げ
る
貸
作
二
件
論
に
は
「
知
覺」

に

「ペ

ル
セ
ッ
プ
シ
ウ
ン
」
と
訓
が
振
っ
て
あ
る
。
ま
た
更
に
断
片
の
ニ
ト

一
に
掲
げ
る
大
J
i
j
iー
官
論
の
中
ほ
ど
に
は

「念
」
に

「ノ
ー

シ
ウ
ン
」
と
い
う
訓
が
付
し
て
あ
り
「
観
念
」
に
は
「
ア
イ
ヂ
エ
」
と
い
う
訓
が
見
え
絞
c

こ
れ
ら
の
断
片
を
執
筆
し
た
時
期
と

先
に
掲
げ
た
訳
語
表
を
作
成
し
た
時
期
は
ほ
ぼ
近
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

断
片
の一
1

十
ー
で
は
感
性・
土
宰
説
か
ら
意
識
‘丁

(

2

1

)

 

半
説
へ

の
発
展
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
は
「
心
理
学
」
の

「
第
三
固
」
で
あ
る
「
意
ヲ
論
ズ」

の
箇
所
の
翻
訳
に

入
っ
た
明
治
十
年
な
い
し
十

一
年
中
の
作
品
で
あ
っ
て
、
「
知
n
」
を
強
調
す
る

「
心
瑚
学
」
や
「
笑
般
氏
苫
心
坪
学
」
の
上
冊
か

ら

「
情
」

や

「迂」

を
強
調
す
る
下
冊
へ
と
進
ん
だ
西
が
そ
の
論
潤
の
変
化
進
展
に
強
い
影
響
を
受
け
、
柑
神
の
肉
体
か
ら
の
分

離
独
立
を
強
謁
す
る
霊
魂
一
元
論
に
お
け
る
粕
神
の
優
位
と
い
う
立
場
か
ら、

人
間
粕
神
の
主
守
を
脳
内
に
故
在
す
る
意
識
に
再

び
求
め
る
立
塙
に
急
接
近
し
た
こ
と
を
ホ
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
¢

哲
学
関
係
断
片
の
ト
ニ
と
十
三
は
明
治
八
年
中
の
記
録
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
十
四
以
下一

て
し

ま
で
は
明
治
八
年
か
ら
几

〈

2

2

)

(

2

3

)

年
に
か
け
て
の
記
録
で
あ
ろ
う
。

霧
魂
ご
冗
論
の
草
稿
で
あ
る
断
片
の
十
七
も
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、

霊
魂
一
元
念
の
半
稿
が
含
か
れ
た
年

H
の
推
定
は、

初
め
か
ら
や
り
直
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
筈
で
あ
る
。

折
11
学
関
係
断
片
の
二
十
．
一
は
朱
節
に
よ
る
余
白
へ
の
苔
き
入
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
分
後
に
な
っ
て
か
ら
の
追
記
で
あ
ろ
う
。

法
学
関
係
断
片
の
四
が
こ
れ
に
統
く
。
法
学
関
係
断
片
の
四
は
法
学
関
係
断
片
の
i二
の
前
半
分
を
初
稿
と
す
る
清
苔
の
試
み
で
あ
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二

年

庚

戌

三

月

偶

居

大

坂

曾

根

崎

村

四

年

窄

亥

十

月

帰

郷

i
一
年
己
酉

冬

遊

於

大

坂

従

匁

松

陰

翁

坐

五

月

謁

家

君

於

伏

兄

同
年
二
月
母
保
光
院
卒

嘉
永
元
年
戊
申
二
月
依
藩
、
下
命
苓
髪
俗
梢
脩
亮

次

忘
丸
鯰
嗣
子

次

C
2
4
)
 

る

。

こ

れ

と

は

別

に

法

学

関

係

断

片

の

一

一

も

ま

た

法

学

関

係

断

片

の

一

を

初

稿

と

す

る

泊

書

の

試

み

で

あ

る

が

、

こ

ち

ら

は

相

帳

面

の

用

紙

を

後

ろ

か

ら

数

え

て

七

策

目

の

裏

か

ら

八

葉

日

の

表

に

か

け

て

次

に

引

く

履

歴

記

事

に

続

く

箇

所

に

天

地

を

逆

に

し

て

舌

き

入

れ

て

あ

る

。

さ

て

履

歴

記

水

は

裏

か

ら

数

え

て

七

守

杏

日

の

表

側

か

ら

通

常

の

向

き

に

書

き

込

ん

で

あ

る

C

次

に

七

葉

廿

の

表

側

の

部

分

を

引

川

す

る

。

父

西

氏

五

代

壽

庵

弟

妹

三

人

次

女

＇

と

水

津

氏

之

人

野

直

世

氏

周

母

梁

田

氏

ア
マ
子

文
政
十
二
年
「
」
丑
―
-
J
.. 
-
H誕
生

歳

一

一

十

脩

・

光

周
助

初

経

太

郎

歳

|

万

吝

専

此

年

縛

遊

子

岡

山

幕

府

ニ

テ

辞

苫

二

出

ツ
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以

上

は

誕

牛

か

ら

和

閤

留

学

か

ら

帰

国

ま

で

の

履

歴

で

あ

る

。

次

に

租

帳

面

を

哀

表

紙

の

側

か

ら

数

え

て

六

葉

H
の

裏

側

に

当

た

る

向

か

い

頁

の

部

分

を

引

用

す

る

。

慶

應

元

年

乙

丑

十

4

一

月

一

十

八

口

帰

朝

l

u

j

―

二

年

癸

亥

五

月

和

蘭

芯

長

崎

登

lnl四
年

r巳ム
月

同

六

年

己

未

．

1
月

一

．

十

ム

円

文

久

一

．

年

モ

戌

六

H十
八

R

八

月

一

ult
l

航

観

肱

丸

務

江

戸

七

月

下

田

装

九

月

廿

八

日

晩

乗

船

開

成

所

教

授

職

手

博

並

わ

川

氏

束

同

五

月

手

僻

安

政

元

年

甲

寅

正

月

l

u

j

二

年

乙

卯

団＿
1
年

丙

辰

八

月

九

月

比

脱
走
寓
中
嶋
元
覚
所

出
去
中
嶋
仄
寓
西
紺
屋
町

関

束

人

風

手

塚

熱

二

仕

リ

癸
丑

六

年

五

月

津

和

野

人

火

干

六

年

九

H以
役

於

江

戸

櫻

田

邸

五

年

モ

子

培

達

塾

二

在

リ

弘

迫

氏

十

月

大

庭

十

一

月

T塚
塾

二

入

ル

163 



霊魂一元論の成立事佑

叫

年

―

一

月

十

二

E

E
付

格

奥

蒔

同

年

同

月

二

十

一

．

u
江
戸
藩

阿

年

同

月

|

九

日

由

良

出

航

同

．

一

年

丙

寅

J

L

)

十

九

A

luj:
1年
丁

卯

在

月

二

十

一

H
奥

祐

竿

所

詰

七

口

人

坂

出

奔

明

治

元

戊

辰

正

J

J

元

日

於

大

坂

御

甘

付

同

年

十

二

月

二

|

八

D

l

a

J

年

1
-
.
)十
二

日

晩

供

奉

下

坂

十

．

一

日

朝

大

坂

着

月
十
•
i-
H

被
伍

w窃
直
俵
開
成
所
教
授
載

九

日

和

可

山

着

拝
命
ヒ
inふ

奥
誅
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明

治

二

年

己

巳

批

扶

持

同
年
—
ら
月

同

年

十

月

十

九

H

江
戸
用
立

割

年

九

月

_

仔

□
陸

軍

御

用

掛

取

扱

沼

津

行

同

年

六

几

十

八

R
御

役

御

免

佛

仕

並

寄

合

同

年

閏

四

月

十

五

H

右

は

幕

末

の

動

乱

の

時

期

に

当

た

る

履

歴

で

あ

る

C

次

に

央

贋

に

当

た

る

六

菜

H
の

表

側

の

部

分

を

引

用

す

る

3

怪

東

學

校

頭

取

帰

府

卜

六

U
御

目

付

同

年

四

月

）

一

□
水
戸
供
奉

―

―

十

四

日

招

沖

着
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右
は
廃
藩
屁
県
の
前
後
に
始
ま
る
文
明
開
化
の
新
時
代
に
当
た
る
時
期
の
履
歴
で
あ
る
。

さ
て
履
歴
の
う
ち
こ
こ
ま
で
の
記
事
は
苫
体
は
判
読
し
や
す
い
楷
書
体
で
書
い
て
あ
る
し
、
ま
た
全
て
の
年
に
つ
い
て
初
出
の

第
一
局
六
課
長

明
治
六
年
癸
酉
一
―
-
J
e
J
-_-+-H

叩
治
五
年
千
申
一
・
月
三
十

B

同
年
十
一
月
十
三

R

叙

従

五

位

同
月
十
五
日
宮
内
省
ニ
テ
侍
頑
被
仰
付

同

年

八

月

十

刊

□
任
兵
部
大
丞

同
月
同

U

繰
謀
局
出
勤
是
迄
J
通

兼
秘
史
局
分
課

任
陸
軍
大
丞

叙
正
，
ハ
位

圃
年
七
J
J
廿
八
日
任
兵
部
権
大
承
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C 

， 干

今
ー又← 

年
りl の

悶 机
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る で
あ
れ
ば
ヽ
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北

八

町

堀

岡

崎

町

一

丁

目

山

本

蛇

馬

旅

布

北

岡

履

歴

の

終

わ

り

の

箇

所

は

書

体

も

行

讃

体

で

書

か

れ

て

い

る

し

、

干

支

年

の

表

記

も

な

い

3

こ

う

し

た

点

か

ら

見

て

も

、

こ

の

低

所

が

追

い

害

き

し

た

部

分

で

あ

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

3

こ

う

し

て

見

る

と

履

歴

記

事

の

作

成

時

点

は

第

一

局

六

課

長

に

任

じ

ら

れ

た

明

治

六

年

癸

塑

一

＿

月

竺

十

・

日

か

ら

程

な

い

時

点

で

あ

り

、

お

そ

ら

く

は

「

牛

性

斑

蘊

」

の

第

一

巻

の

校

正

を

完

了

し

た

六

H
_
-
Bから問
も

な

い

あ

る

持

点

で

あ

っ

た

と

推

定

さ

れ

る

n
そ

の

後

も

明

治

九

年

一

月

卜

七

口

に

宮

内

省

御

用

掛

に

任

じ

ら

れ

た

記

事

ま

で

が

総

わ

り

の

祁

分

に

B付
が

前

後

す

る

形

に

着

き

並

ん

で

い

る

C

日

付

の

順

序

か

ら

見

て

も

西

は

明

治

八

年

に

入

っ

て

か

ら

こ

の

箇

所

を

湛

き

尾

し

た

模

様

で

あ

る

。

終

わ

り

の

節

所

は

履

歴

の

二

郎

と

い

う

よ

り

は

、

褒

賞

や

宮

内

省

御

用

掛

傾

付

と

い

っ

た

西

に

と

っ

て

名

誉

な

出

来

事

を

記

録

し

た

、

い

わ

ば

貨

罰

の

記

事

で

あ

ろ

う

。

和

帳

而

の

用

紙

を

後

ろ

か

ら

数

え

て

七

棠

目

の

裏

側

に

次

の

杏

き

入

れ

が

あ

る

。

先

の

腹

歴

の

う

ち

始

め

の

箇

所

と

裏

表

に

な

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

山

本

党

馬

は

上

京

し

た

折

に

北

八

丁

堀

の

岡

崎

町

に

あ

っ

た

「

北

岡

」

と

い

う

旅

館

に

布

泊

し

て

い

た

こ

と

が

分

か

る

°

山

本

態

馬

が

卜

京

し

た

の

は

何

時

の

こ

と

で

あ

ろ

う

か

。

（

お

）

八

月

州

―

H付
け

で

沌

田

真

道

に

宛

て

た

西

の

書

翰

が

あ

る

。
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次

に

再

稿

を

引

用

し

よ

う

。

排

於

四

餘

田

脊

髄

、

以

布

政

令

、

日

、

其

形

状

如

何

、

日

従

っ

て

、

霊

魂

一

元

論

の

草

稿

が

書

か

れ

た

年

月

の

推

定

は

、

初

め

か

ら

や

り

苗

す

こ

と

が

必

要

と

な

る

。

ま

ず

霊

魂

一

元

論

の

初

期

卓

積

を

確

認

し

て

置

こ

う

。

次

に

引

用

す

る

哲

学

関

係

断

片

の

六

が

初

菜

で

あ

る

。

断

片

の

六

を

断

片

の

七

の

見

地

か

ら

書

き

直

し

た

時

に

霊

魂

一

元

論

の

原

案

が

生

ま

れ

た

と

推

定

さ

れ

る

。

一

身

之

主

謂

之

霊

魂

。

霊

魂

所

居

之

室

、

而

具

諸

官

者

、

謂

之

心

。

心

＇

千

仕

形

、

謂

之

脳

。

其

外

室

、

請

之

脳

帝

。

魂

接

外

物

而

受

之

用

、

謂

之

智

。

魂

接

外

物

而

登

之

用

、

謂

之

意

c
魂

既

受

外

物

而

未

装

諸

用

、

謂

之

情

。

故

情

也

者

、

知

紅

相

半

之

時

、

知

窯

相

混

之

位

也

。

（

認

）

哲

学

関

係

断

片

の

ー

七

の

囲

み

の

中

が

雹

魂

一

元

論

の

原

案

つ

ま

り

弟

一

草

稿

で

あ

る

c
そ

の

初

稿

と

再

稿

を

順

に

引

用

し

よ

ぅ
C

ま

ず

初

稿

で

あ

る

U

ゾ

ー

ル

ペ

ル

セ

ツ

ブ

ピ

リ

チ

セ

ン

シ

ピ

9
チ
ー
オ
リ
シ
ウ
ン

何

謂

墨

魂

、

日

一

個

之

元

質

、

活

罷

之

主

宰

、

巽

外

物

交

、

具

覺

性

感

性

作

性

凶

之―
-r
而

轄

諸

一

者

也

、

オ

ル

ガ

ン

ア

ー

L

マ

ル

プ

レ

イ

ン

而

謄

機

則

不

輿

焉

、

日

震

魂

舎

於

何

部

位

、

口

在

動

物

之

大

者

、

脳

為

之

舎

、

而

沿

脊

甜

而

具

、

多

列

面

部

、

作

性

之

官

具

多
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界
萬
物
相
交
、
而
法
何
如

則
不
祖
焉
、

蒐
魂
兎
物
純
一
元
質
、
其
性
唯
有
感
勁
｀
而
好
伸
名
之
日
感
性
之
其
稟
化
及
輿
現
身
相
附
也
｀
此
感
性
得
機
會
、
開
猥
以
成
、

畳
作
二
性
之
資
、
乃
箆
現
身
活
開
之
主
宰
、
能
海
外
物
相
交
、
此
感
性
率
覺
作
二
性
以
兎
外
界
之
文
者
穂
名
之
口
心
、
是
通
励

性
、
而
同
之
老
也
、
雖
此
心
能
及
應
外
界
、
而
能
食
文
理
、
然
至
其
笹
機
、
以
榮
養
此
幹
脂
者
、
則
無
云
紺
翌
咬
是
通
機
性
而

同
之
者
也
、

プ
レ
イ
ン

日
箋
魂
寓
於
何
部
位
、
日
任
動
物
之
大
者
、
脳
為
之
舎
、
而
梵
性
之
官
具
、
多
列
而
部
、
作
性
官
具
之
大
者、

是
生
理
解
剖
―
―
線
之
所
主
論
也
、
雖
乃
此
心
能
應
外
界
、
而
為
文
理
、
以
求
榮
喪
形
碧
之
資
、
然
至
外
物
以
供
狩

之
且
則
亦
無
一
相
閥
席
、
ョ
翌
通
竹
礼
面
同
之
者
也
、
姫
器
化
二
學
之
所
｀
王
論
也
、

日
、
熙
魂
、
肉
外
界
萬
物
相
交
、
應
其
一
"
-
性
、
動
植
質
版
以
供
榮
登
其
身
編
之
資
、
唯
人
之
簗
魂
、
特
稟
帝
之
特
准
、
能
同
類
相

扶
、
以
宰
制
萬
物
、
其
道
百
端

□測
、
然
約
之
、
則
蹄
此
心
之
用
、
心
愈
之
用
、
足
注
理
所
以
為
誦
場
也

私

い

て

第

一

ぷ

叩

稿

と

そ

の

訂

正

＂

早

稿

を

丙

現

し

て

四

<
C
ま

す

第

二

玲

稿

を

再

坂

す

る

。

排
於
四
餘
沿
脊
紐
、
以
布
政
令
、
日
、
其
形
状
如
何
、
日

ソ

ー

ル

何
謂
棄
魂
、
日
純
一
之
元
質
、

然
則
、
象
魂
党
現
身
活
随
、
而
能
輿
外

ベ
ル
セ
ツ
ブ
ヒ
リ
テ
セ
ソ
シ
ピ
＂
チ
ー
オ
？
プ
ウ
ン

活

聘

之

主

宰

、

輿

外

物

交

、

具

登

性

感

性

作

性

之
三
、

オ
ル
ガ
ン

而
轄
諸

一
、
而
開
攪

l;',4 
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篇
論
述
唇
党
此
感
性
之
一
元
、
畢
窺
為
何
如
作
用
英

理
而
推
之
、
引
頬
而
演
之
、
若
現
在
之
生
、
既
為
第
三
化
、
則
不
可
謂
無
化
癸
、
然
口
論
之
以
非
此
書
之

長
之
、
震
魂
寓
身
編
、
身
雛
死
、
則
蛍
魂
雌
脱
、
然
其
質
其
性
一
始
之
後
作
二
性
、
毀
壊
属
空
寂
、
唯
蚕
魂
之
質
、
之
性
、

日
、
総
魂
所
資
以
始
、
又
其
所
以
因
以
終
何
如
、
日
、
是
皆
帝
之
賜
也
、

具
、
多
排
布
遠
裔
、
以
供
受
痰
之
命
令

日
蓋
魂
、
舎
於
活
謄
、
何
部
位
也
、
日
在
動
性
之
大
者
、
則
頭
脳
危
之
合
、
而
覺
性
之
官
具
、
多
羅
列
其
近
傍
、
作
性
之
官

日
、
鑑
魂
有
形
郭
、

謄
者
、
頗
近
理

日
、
有
、
凡
雨
間
之
象
、
不
寅
則
虚
｀
不
容
中
立
、
既
日
有
璽
魂
、
則
必
有
賓
質
、
唯
微
之
微
、
顕
微
之

鑢
歪
能
視
之
、
至
精
之
秤
、
不
能
以
量
之
、
故
謂
之
精
神
、
謂
之
魂
氣
、
所
以
別
乎
寅
質
之
疎
者
也
、
然
其
為
責
在
、
不
可

疑
、
若
汝
疑
其
有
無
｀
則
使
汝
疑
者
、
即
是
也
、
唯
若
其
形
状
、
則
不
可
得
而
知
、
是
猶
水
之
分
子
不
可
得
而
知
癸
、
唯
日
之
固

人
知
未
能
以
及
之
突
、

一
始
之
後
、
不
滅
、
或
入
現
界
｀
或
没
実
界
、
循
環
無
端
、
唯
帝
之
命
而
已
、

雖
然
、

造
之
者
、

唯
推
理
而
測
之
、

能
毀
之
、

既
為
帝
之
賜
、

則
輿
奪
亦
惟
命
、
芸
璽
魂
為
物
、
裳
受
化
之
際
、
例
棋
覺
性
相
絶
、
是
以
、
吾
人
既
不
能
知
前
身
、
又
何
依
、
以
知
後
身
、
唯
依

本
旨
、

将
於
後

謁
類
而
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則
師
笙
魂
＇
乙
徳
、
心
慈
之
j
i
J
‘
是
性
理
所
以
開
為
漁
場
也

物
相
交
、
其
道
何
如

薔
魂
為
質
純
一
無
雑
、
性
有
形
理
學
上
物
理
之
性
能
癌
勁
、
而
好
仲
名
之
日
感
性
、
無
形
理
學
上
心
理
上
之
性
、

其
票
化
及
輿

現
身
相
結
合
也
、
此
感
性
得
、
覺
作
二
性
之
資
、

乃
捻
身
国
之
主
宰
、
而
以
能
輿
外
界
庶
物
相
交
、
名
之
日
心
、
是
通
動
性
、

而
同
者
也
、
雖
此
心
能
及
應
外
昇
、
而
無
窮
理
、
然
至
其
幣
授
、
以
榮
要
此
幹
幅
者
、
則
無

一
相
闘
焉
、
是
通
植
性
而
同
之
者

也
、
是
生
理
解
剖
二
學
之
所
主
論
也
｀

又
雖
乃
此
心
能
泡
外
界
、
而
無
窮
以
能
引
榮
養
形
麿
之
資
、
然
至
外
物
供
賢
之
性
、
則

亦
無
一
団
開
需
、
足
通
性
注
‘
而
同
之
者
也
、
是
器
化
＿
一
睾
之
所
主
誰
也
、
然
則
露
魂
為
身
國
活
開
而
之
君
主
、
能
輿
外
界
庶

日
、
定
魂
、
朋
外
界
庶
物
相
父
、
應
其
一
＿
一
性
、
動
植
質
、
然
天
機
既
毀
霙
魂
捐
舎
．
是
人
興
動
植
―
一
性
同
焉
、
名
之
日
死
唯
人
、

阪
以
供
榮
委
其
身
語
之
資
、
唯
人
之
＿
蘊
滉
、
殊
稟
帝
之
特
准
、
能
同
類
相
扶
、
以
宰
制
萬
物
、
其
道
百
出
不
焼

□測
、
然
約
之
、

日
、
然
則
奎
魂
有
形
邪
、
日
、
有
、
凡
雨
間
之
象
、
不
富
則
虚
、
不
容
中
立
、
既
日
有
蚕
魂
、
則
必
有
宮
質
畜
唯
微
之
微
、
期

微
之
鏡
、
不
能
以
視
之
、
至
精
之
秤
、
不
能
以
董
之
、
故
囮
之
精
神
、
漏
之
魂
氣
、
所
以
別
乎
賓
質
之
辣
者
也
、
然
其
馬
賞
在

次
に
そ
の
訂
正
草
柏
を
内
現
し
て
置
く
。
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而
濱
之、

若
現
在
之
生
、
既
為
第一
二
化
、
則
不
可
請
死
後
無
化
突
、

然
以
論
之
非
此
嘗
之
本
旨
、
而
若
其
惑
性
興
将
物
質
貝

之
、
震
魂
寓
身
謳
、
身
組
死
、
則
懲
魂
離
脱、

日
、
擬
魂
所
資
以
始
、

又
其
所
因
以
終
何
如
、
日
、
是
皆
帝
錫
也
｀

具、

多
排
布
遠
裔、

以
供
受
登
之
命
令

造
之
者
、
能
毀
之
、
既
為
帝
錫
、
則
輿
奪
亦
惟
命
、

之
性
、

日
霊
魂
、
寓
於
活
謄
、
何
部
位
也
、
日
在
動
性
之
大
者
、
則
頭
脳
為
之
合
、
而
覺
性
之
官
具
、
多
羅
列
其
近
傍
、

作
性
之
官

不
可
朕、

若
汝
躾
其
寅
在
、
則
使
汝
朕
者
、
即
是
也
、
唯
若
其
形
状
、
則
不
可
得
而
知
、
唯
謂
之
回
懸
者
、
頗
近
理

於
是
乎
、
覺
作
二
性
、

滅
、
或
入
願
界
、
或
没
冥
界
、
輪
廻
無
端
、
唯
帝
之
命
而
巳
、

性
相
類
夫
、

於
後
篇
論
速
畢
寛
此
之

一
元
、
畢
寛
為
作
用
突

人
未
能
及
以
及
知
之
央
、

雖
然
、

唯
推
理
而
澗
之
、

毀
域
蹄
空
寂
、

唯
蓋
魂
之
質
、

一
始
之
後
、

不

蓋
雲
魂
為
物
、
富
受
化
之
際
、
例
輿
覺
性
相
絶
、
是
以
、
吾
人
既
不
能
知
前
身
、
又
何
依
、

以
知
後
身
、
唯
依
理
而
推
之
、
引
類

箱
類
而
長
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性

性

理

之

祟

、

所

以

為

関

紛

場

也

、

然

則

、

蓋

魂

屁

身

図

活

閥

之

主

宰

、

而

能

狽

外

界

屈

物

栢

交

、

其

道

何

如

、

而

為

用

者

r

然

而

、

此

心

雖

能

應

庶

物

、

而

無

窮

、

然

至

内

部

腔

機

、

榮

蓑

此

心

魂

、

朋

此

幹

拒

者

、

則

無

一

相

崩

焉

r

E
心

通

栖

性

而

囮

芍

又

此

心

、

雖

能

接

外

界

、

以

引

榮

養

此

幹

艦

之

狩

、

然

主

外

物

供

資

之

桧

、

則

亦

無

一

相

限

亮

、

是

遥

質

性

而

同

駕

p

日

、

鑑

魂

釈

外

界

庶

物

相

父

、

應

其

三

竹

、

取

以

供

榮

北

身

艇

之

寮

r

名

之

如

頑

介

r

然

大

啜

伐

毀

，

鰈

魂

指

舎

、

是

人

、

通

動

性

而

同

者

、

名

之

曰

死

、

唯

人

之

築

魂

、

殊

菜

す

之

特

進

泥

同

類

相

扶

、

以

宰

制

應

物

｝

其

造

百

出

不

測

、

然

約

之

、

則

鉗

垂

魂

之

徳

、

心

意

之

用

，

以

為

身

固

之

主

宰

、

而

能

胆

外

堺

庇

物

相

交

r

故

感

性

、

卵

儀

作

二

杜

相

待

、

盛

魂

為

質

、

純

一

無

雑

，

性

能

感

動

、

而

好

仲

、

名

曰

感

性

、

及

具

稟

化

、

＞

叫

棋

現

身

相

結

合

r

此

感

性

、

得

偽

竹

二

性

之

資

p

蓋

魂

一

・

元

込

躙

（

四

）

清

内

原

稿

を

次

に

引

用

す

る

J

/ 1_ 

名

之

濯

心

p

是

通

動

性

而

同

焉

p
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蓋
霊
魂
為
物
、
富
受
化
之
際
、
例
朕
覺
性
相
絶、

是
以
、
吾
人
、
既
不
能
知
前
身
、

又
何
依
以
知
後
身、

唯
依
理
而
推
之
、

引

類
而
浪
之
、
若
吾
人
現
在
之
生
、
既
為
第
一
二
化
、
則
不
可
晰
日
、

死
後
無
化
突
、
況
若
鑑
魂
之
感
性
、
輿
物
質
之
撰
性
、
其
理

間
不
容
髪
乎
、
然
論
之
者
、
非
此
需
之
本
旨
、
勝
於
後
第
、
論
述
此
感
性
之

一
元
、
為
何
作
用
焉
、

能
毀
之
、
既
腐
帝
錫
、

則
輿
奪
惟
命

カ
、
無
如
之
何
而
已、

具
、
多
排
布
遠
裔
、
以
供
感
受
登
動
之
命
令
癸
、

鑑
魂
寓
身
謳、

身
括
死
、

則
震
魂
脱
離
、
若
覺
作一一
性
、
毀
壊
錨
於

日、

然
則
蓋
魂
有
形
邪
、
日
、
有
、
凡
雨
間
之
象
、
不
｛
貫
則
虚
、

不
容
中
立
、

顛
微
之
銭
、
不
能
覗
之
、
至
精
之
秤
、
不
能
重
之
、
故
云
精
神
、

云
魂
氣
、
所
以
別
乎
賓
質
之
辣
者
也
、
然
其
為
貢
在
、
不
可

疑
突
、
汝
若
疑
其
質
在
、
則
使
汝
疑
者
即
是
也
、
然
若
其
形
欣
、

則
不
可
得
而
知
、
唯
謂
之
園
罷
者
、

頗
近
理、

日、

製
魂
寓
於
活
謄
、

何
部
位
也
、
日
、
在
勘
性
之
大
者
、
則
頭
脳
為
之
舎
、
而
覺
性
之
官
具
、
多
罪
列
其
近
傍
、
作
性
之
官

日
、
盛
魂
所
以
始
、
叉
其
所
以
終
、
何
如
、
日
、
其
始
創
也

、

帝
錫
也
、
人
知
、
未
及
以
知
之
矢
~
其
終
滅
也
、亦帝
意
也
、
人

唯
推
理
而
測
之，

濁
頴
而
長
之
p

既
日
有
鑑
魂
、

則
必
有
賞
質、

然
徴
之
微
、

元
質
、

唯
蓋
魂
、
則
固
既
為
元
質
、
故
一
始
之
後
不
滅
、
或
入
煕
界
、
或
没
冥
界
、
輪
廻
無
端
、
唯
帝
之
命
、
雖
然
、
造
之
者
、
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1

1

)

令
集
第
一
殊
J‘
1
.
W
¥

1

]

ii‘、ヽl. 

・
~

1
0
l

述
沼
．
久
．．
 

「
内
周
と
カ
ン
ト
竹
学
」

l

ハい一こ想狂．一

．．
 
参
照
^
-

9

]

森
111バ
ハ
・
元
一
西
周
▽
笈
妙
学
況
」
成
立
年
聞
の
考
祉
」

8

l

人
久
保
「
WI況
」
i
'
人
虞
た
第
必
｝
六
六
嬰
貝
以
ド
及
び
森
県
．
＂
」
・
「
内
因
と
―

,
5

白
中
澗
淡
会
一
に
つ
い
て
，
i
参
照
C

[

I

 

令
~
弟
．
忍
、
I
i
f
滋
、
六．．．
 
1

貞

[

4

二
5

)

芸
ど
令
飲
第
一
殊
J
所
収
c

3

―
令
釦
弟
一
な
、
附
況
、
，
ハ
一
し
ハ
虹
＞

2

i
令
~
第
券
J
、
解
成
、
六
一
六
貞
｀
な
お
一
凧
括
弧
は
再
引
川
を
示
す

ー
ー
．
＿
旧
＂
日
会
似
書
館
磁
政
姿
料
窯
感

几
年
の
竹
品
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
そ
の
浄
苦
本
で
あ
る
喘
魂
―
・
I
L
論
は
明
治
九
年
中
の
f
l
品
と
批
ん
さ
れ
る
（＂

q

_

 巾
y
_
は
「
牛
件
登
＂
鑑
」
が
脱
稿
し
た
明
治
六
介
六
J
J
以
後
に
t
17

か
れ
た
も
の
で
あ
る
し
示
喘
魂
一
元
諭
の
＂
早
稿
は
明
治
八
な
い
し

成
立
し
た
と
い
う
想
定
に
＞
っ
て
お
り
、
尖
際
の
順
序
を
逆
転
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
＂^
史
祭
—
J
ま

ヽ

ー

「
竹
学
関
係
の

応
を
初
め
か
ら
や
り
直
す
市
が
必
要
に
な
る
。

令
集
解
説
は
「
霧
魂
元
論
」
が
ま
ず
成
立
し
て
、

そ
の
後
に

「
生
性
焚
紐
，
ー
が

と
す
れ
ば
心
菜
嗅
元
論
の
成
立
貯
克
を
基
準
と
し
て
行
わ
れ
た
他
の
作
品
に
つ
い
て
も
基
県
時
の
変
更
に
よ
る
成
1

"

時
点
の
柚

魂
一
元
論
の
草
船
は

WI治
八
な
い
し
九
介
の
作
品
と
推
定
し
て
問
辿
い
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

和
帳
暉
を
見
る
限
り

114が
「
心
則
学
」
の
沢
出
に
収
り
組
ん
だ
の
は
明
治
じ
年
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
記
さ
れ
る
，
従
っ
て
軍

I
l
a
v
e
n
:J
C
v
e
p
h
.
 ::V1
e
r
n
a
l
 
P
hi
l
o
s
o
p
h
y
の
訳
語
を
掲
け
る
札
帳
面
而
ー
＿
＿
に
霊
魂
一
氏
論
の
＂
早
稲
か
含
ま
れ
て
い
る

r.

本
稿
の
結
溢
を
繰
り
返
し
て
置
こ
う
，
）

｀ (l) 
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(

2

2

)
 

全
梨
第

一
巻、

小
泉
一九
八たは
内
容
の
点
検
か
ら

「霊
魂

一
元
論
」
を

「
生
性
登
迄
」

と

一
巡
の
作
品
で
あ
る
と
位
沢
付
け
、
そ
こ
に
西
に
独
自
の
思
索
の

展
開
を
見
い
出
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
「
霊
魂
二
冗
論
」
は
、

奇
し
く
も
「
化
性
登
蘊」

に
後
続
し
そ
の
内
容
を
発
展
さ
せ
た
作
品
で
あ
る

全
菜
節

一
巻、

全
集
第
一
巻
、

一
七
八
頁
。

全
集
で
は
片
カ
ナ
で
付
し
た
訓
の
位
匿
が
少
々
外
れ
て

い
る
。「
念
」
が

●
ノ
ー
シ
ウ

ン
」
で
あ
り
、

「観
念
」
が

「ア
イ
ヂ
エ
」
で
あ

る
。
全
菜
第
一
咎
、

小
泉
一
九
允、

一
ー．
正
七
頁
及
び
二
六
立
頁
以
卜
。
な
お
哲
学
関
係
断
片
の
i]十一

に
つ
い
て
は
蓮
沼

ん
合
を
参
照
さ
れ
た
い。

明
治
九
年
の
H
付
が
記
入
さ
れ
た
箇
所
が
二
か
所
あ
る
。
七
松ポ
裏
に

「
明
9

―
i十
六
日
」
「九
年
一
1

月一

r'七
nj「
J
L
年
一F
一
月
二
十
日
」
と
い
う
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
5
'

「明
治
八
年
年
貢
」
を
「
皆
済
」
し
た

H
付
で

あ
る
。
後
に
引
く
版
歴
の
記
軍
も

「明
治
九
年

一
月
十
九

H
」
の
分
ま
で
詈
き
込
ま
れ
て
い
る
。
西
は
こ
の
和
帳
而
を
基
本
的
に
は
明
治
六

年
か
ら
使
い
始
め
、

明
治
九
年
頃
ま
で
享
稿
集
と
し
て
使
い、

偽
忘
録
と
し
て
も
使
っ

て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
＃
稿
の
人
部
分
も
ま
た

こ
の
肪
期
に
習
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
但
し
哲
学
関
係
断
片
の
一

ーナ

一
か
ら
二
十
八
ま
で
は
や
や
遅
れ
て
記
入
し
た
筒
所
で

あ
ろ
う
。
ち
な
み
に

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
コ

マ
番
号
R
2
|
0
3
2
0
の
箇
所
に
は
別
に

「＋
年

．
月
十
ニ
口
」
の

n付
も
見
え
る
C

8
m
 2
8
d」
と
見
え
る
。

＞〈
中
程
に

「
九
年

i
月

21 

一
九
四
頁。

(

2

0

〉

(

1

9

)

 

]
七
八
ー

．
八
―

H
。

(
1

8
)
 

1

7

)

 

全
策
第
三
巻
、
一
1

一
八
＼
ニ
―
九
頁
c

16 、一

蓮
沿
云
史

「和
帳
而
四
上

辛
門
考
」
参
照
。

(
1

5
)
 

西
凶
文
書
二
〇
。
朱
策
で
付
さ
れ
た
分
類
番
サ
は
甲
ノ
ニ
八
で
あ
る
。

(

1

4

)

 

蓮
沼
1

九
八し
、
ニ
ニ
四
頁
(

2

)

参
照
。

か
の
如
き
位
餃
関
係
に
餃
か
れ
て
い
る
。

(
B

)
 

(

1

2

)
 

i
八
八
頁
以

F
°
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:10 

朽
学
閲
係
断
片
」
｛
仝
北
第
二
在
」

-
L
-
.. 1
.
-
0
七
頁
q
)
う
ら
駁
片
の
了
む
が
店
稿
で
あ
る
＾

•一

29 

介
仏
坊
松
J
、
-
]
に
＂
貞
｀
‘

28 

全
仇
第
．
米
J
`

L
¥
.i
ò 

)
J
t
.
 

し
て
、
こ
れ
は
こ
の
内
の
出
版
に
欄
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る

全
集
第
一
巻
解
説
六
．
四
頁

都
か
ら

111
本
泣
馬
が
上
泉
し
て
た
び
た
び
内
々
謡
間
し
た
と
い
う
＂
祖
蒋
氏
は
岱
叶
西
家
に
奇
巫
し
て
い
た
の
で
こ
の
功
間
の
こ
と
を
氾
悩
i

27 

一
こ
の
出
版
に
つ
い
て
か
っ
て
私
が
相
澤
炎
次
郎
氏
か
ら
直
桜
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
こ
の
平
日
の
出
版
さ
れ
た
明
治
六
年
頃
9

'‘
 .. 
J
 

r
'‘
 

26 

木
い
学
，
冗

LI出

25 

仝
仇
第
．
送
｀
t
.

r

ハ
貞
c
令
集
ぱ
面
ぶ
m
七
年
）
と
社
を
付
す
が
、
疑
問
で
あ
る
，

災
約
し
た
内
＇
松
と
誰
｛
圧
さ
れ
る

、
「
河
，
か
何
を
意
味
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る

24 

法
学
聞
係
断
片
の
一
．
の
始
ま
り
に
は
「
阿
相
狭
舟
氏
法
家
屈
＂
学
」
と
見
え
る
が
、
こ
れ
は

＇
紀
狭
舟

」
B
e
nt
h
a
m
の
「
法
家
柑
学
」
を

へ
と
西
の
思
涵
が
発
似
し
て
い
っ
た
こ
と
を
坦
問
見
せ
る
｀
宰
魂
一
几
点
が
成
立
す
る
い
わ
ば
前
夜
の
品
録
で
あ
る
．
＂

の
絣
ボ
を
介
し
て
「
党
性
＇
「
池
性
」
「
作
性
」

へ
の
．．． 
性
脇
へ
と
移
行
か
開
始
さ
れ
や
が
て
ぶ
恋
竹
l

の
傍
越
の

F
に
お
け
る
位
竹
一
性
溢

竹
＿
の
．
ご
竹
溢
へ
の
移
／
打
の
痕
跳
が
品
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
致
知
啓
＂
邑
執
箪
の
院
に
生
じ
た
ハ
ミ
ル

ト
ン
ヘ
の
傾
斜
か
ら

「
心
判
乞

23 

祁
ぃ
学
関
係
薗
片
の
I

ム
に
は
「
感
性
＿
r
伯
竹
一
「
即
竹
＿
の
i
.
J
I
J
虚
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
情
帝
む
行
の
一
懐
能
に
対
応
す
る
「
感
竹
l

「
作
刊

＿「
理

1 46 
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森

県

．七
I
.

「
西
周
と
「
宮
中
御
談
会
」

に
つ
い
て」

杵
陵
部
紀
要
、
二
石
号

（
昭
和
四
八
午
）

森

県

I
L
兌
「
西
周
「
美
妙
学
説
」

威
立
年
時
の
考
証
」
国
＇又学、

一
四
巻
六
号

（
昭
和
四
四
年
万
月）

蓮
沼
啓
介

ぷ
0
八

「

111帳
面
匹
玉
ー
「一再
考
」
北
東
ア
ジ
ア
碩
究
特
集
号
(
=
3
0秋

）

蓮
沼
啓
介

九
令

「西
は
に
お
け
る
も
学
の
成
立
」

有
斐
閣

進
沿
啓
介

欠
一
・
・
「
西
周
と
カ
ン
ト
哲
学
」
神
戸
汰
学
雑
誌
―
―
―
云
巻
一
号

（六
月
月
）

辿
沼
啓
介

冗
令

孟
叩
題
門
の
成
し
J
L
事
梢
」
神
戸
法
学
雑
誌―
:

1

0

巻
一
．
．
 三dり
（九
•

一
―
一月
号
）

小
泉

仰

一次
ム
「西
因
と
欧
米
思
想
の
出
会
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